





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































四　　 ニー一）　　　　　　　）　 ）　 ）
一〇一〇〇〇〇8
（　　 （　　　　　　　 早幽
）　　　　 ）
二
〇
二
、
コ
ρ
゜
一
人
称
単
数
二
人
称
単
数
三
人
称
単
数
一
人
称
複
数
二
人
称
複
数
三
人
称
複
数
　　　　　　H二〇〇三〇〇準三
i
OOO二〇〇8　　’（　　　 ▽・
　　　i
’
、
　
　
　
計
五
（
一
）
二
（
二
）
　
さ
て
時
称
助
動
詞
と
レ
て
訂
げ
曾
及
び
o
置
き
の
二
種
が
使
用
さ
れ
て
居
り
、
既
に
述
べ
た
如
く
、
こ
れ
ら
は
本
来
9
廿
Φ
ω
凶
誌
①
コ
．
、
の
意
味
を
持
つ
本
動
詞
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
毛
出
ヨ
鋤
コ
霧
は
げ
聾
曾
又
は
①
置
p
口
と
の
結
合
形
式
に
つ
い
て
次
の
様
な
見
解
を
と
っ
て
い
る
。
と
○
げ
岳
Φ
閃
o
吋
ヨ
①
昌
ヨ
搾
Φ
凶
σ
q
9
昌
o
山
臼
7
四
び
ゆ
⇒
σ
Q
Φ
玄
匡
①
け
ω
ぎ
山
”
ヨ
㊤
o
ぼ
臣
N
象
Φ
切
o
貼
Φ
暮
β
づ
σ
q
犀
Φ
冒
Φ
昌
q
三
Φ
誘
o
霞
Φ
匹
》
山
8
げ
ω
o
ゲ
Φ
言
計
≦
o
び
①
崔
Φ
毛
α
誹
Φ
ユ
ヨ
Ω
①
耳
碧
o
ゴ
ω
一
⇔
斜
差
鼠
筈
ω
叶
Φ
藤
き
巴
の
山
9
ω
σ
q
Φ
α
σ
q
冨
8
話
ζ
凶
詳
Φ
ご
山
o
づ
9
び
ω
需
時
件
8
ω
ぎ
昌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
山
①
の
山
巳
h
ω
N
①
評
≦
o
詳
Φ
ω
四
q
ω
N
ロ
岱
葺
o
幌
Φ
p
”
①
ヨ
℃
甘
づ
α
①
コ
N
ロ
ω
臨
⇔
’
、
．
以
上
の
如
く
、
ゲ
o
び
⑪
昌
と
①
蒔
p
昌
の
両
者
は
、
勺
貰
ρ
勺
鼠
ρ
と
結
合
し
て
時
称
形
式
を
構
成
し
た
場
合
に
、
意
味
の
上
で
の
相
違
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
を
出
ヨ
き
口
の
が
述
べ
て
い
る
様
な
、
い
わ
ば
ニ
ユ
ア
ン
ス
の
相
違
は
感
じ
ら
れ
よ
う
。
興
味
あ
る
こ
と
だ
が
、
飢
σ
Q
p
口
と
『
⇔
げ
曾
の
い
ず
れ
が
抽
象
的
か
と
い
う
問
題
と
な
る
と
、
必
し
も
学
説
は
一
致
し
て
い
な
い
。
窯
議
ヨ
磐
口
ω
は
上
文
の
如
く
、
①
侭
碧
を
抽
象
的
と
解
釈
し
て
居
り
、
加
え
て
9
｛
H
匡
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
ω
鴇
簿
輿
を
書
い
た
国
乱
日
β
。
目
の
説
を
援
用
し
て
、
○
貼
己
に
関
す
る
限
り
、
少
く
と
も
そ
う
で
あ
る
と
断
定
し
て
い
る
。
こ
れ
と
は
逆
に
O
ユ
ヨ
ヨ
は
、
そ
の
，
大
著
と
U
Φ
葺
ω
。
プ
Φ
O
富
ヨ
目
四
臨
パ
、
、
の
中
で
、
》
h
Φ
同
興
ω
8
口
‘
ヨ
ω
。
年
臨
げ
償
づ
σ
Q
〔
ゲ
餌
ぴ
⑪
P
臨
α
q
雪
＋
℃
霞
け
゜
勺
感
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
o
ぼ
窪
畠
⇔
ω
餌
ロ
×
旨
母
Φ
臥
σ
q
8
ヨ
①
腎
N
岳
⇔
o
q
①
民
巴
ω
山
器
帥
げ
ω
嘗
①
0
8
器
げ
⇔
げ
⑪
口
…
…
、
”
と
述
べ
て
ゲ
①
び
⑪
P
の
抽
象
説
を
と
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
両
者
が
℃
醇
け
勺
感
け
゜
と
結
び
つ
い
て
完
了
時
称
と
な
っ
た
場
合
に
、
そ
の
ニ
ユ
ア
ン
ス
の
相
違
が
決
定
的
な
役
割
を
果
し
て
い
な
い
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
・
し
か
し
、
形
式
上
か
ら
両
者
の
用
法
の
相
違
を
検
討
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
使
用
は
決
し
て
恣
意
的
で
は
な
く
、
歴
然
と
区
別
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
．
即
ち
○
阜
達
に
於
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
限
り
で
は
、
げ
筈
曾
は
H
邑
゜
勺
Φ
馬
の
一
、
二
、
三
人
称
単
数
、
コ
ρ
゜
の
三
人
称
単
数
及
び
複
数
、
国
8
聴
の
コ
ρ
「
三
人
称
単
数
に
見
ら
れ
る
。
他
方
①
貫
碧
は
ぎ
』
°
勺
Φ
第
の
一
、
二
、
三
人
称
複
　
　
　
　
○
［
h
「
こ
に
於
け
る
完
了
時
称
に
つ
い
て
（
川
口
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
三
．
　
　
　
○
鑑
「
達
に
於
け
る
完
了
時
称
に
つ
い
て
（
川
口
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
二
〇
四
数
及
び
國
8
夷
民
の
二
人
称
複
数
の
み
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
Ω
諺
日
の
勺
器
島
識
を
引
用
す
れ
ば
、
ゲ
舞
。
と
Φ
雪
の
使
用
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
H
ロ
阜
げ
◎
げ
Φ
昌
　
　
　
h
⊆
口
仲
僧
昌
①
戯
巨
『
p
げ
ゆ
鍵
げ
害
ゆ
ε
昌
、ヤヤ
げ
㊤
げ
ゆ
ω
h
°
①
碍
三
h
°
げ
卑
げ
ゆ
け
O
ω
h
ゴ
9
げ
ゆ
け
口
け
h
°
匿
σ
ゆ
瓜
．
①
戯
§
h
ゲ
餌
げ
ゆ
一
9
h
プ
¢
げ
ゆ
け
口
口
｛
°
　
　
囚
。
且
゜
　
’
　
　
9
σ
q
凶
　
　
　
津
づ
審
ロ
　
　
9
α
q
口
ω
堕
　
　
色
α
q
一
h
　
　
色
σ
q
ぎ
　
　
　
　
腎
　
　
　
　
蝕
σ
q
津
肺
　
　
位
σ
q
ぎ
h
　
　
ゴ
僧
げ
Φ
詠
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
げ
㊤
ぴ
Φ
臨
ω
捗
　
げ
㊤
げ
Φ
什
一
h
　
　
げ
9
げ
ゆ
島
口
　
　
　
、
　
　
　
　
　
7
弾
げ
Φ
自
辞
憾
　
　
ゲ
卑
げ
ゆ
島
口
h
　
周
知
の
通
り
ζ
げ
阜
以
降
完
了
の
時
称
助
動
詞
と
し
て
は
、
ゲ
魯
①
昌
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
o
一
σ
q
p
コ
は
〉
ま
゜
の
末
期
に
は
、
本
動
詞
と
し
て
、
又
完
了
時
称
の
助
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
既
に
語
と
し
て
死
滅
し
、
僅
か
く
臼
げ
巴
螢
＆
①
犀
－
．
ユ
く
の
①
黄
き
と
し
て
残
存
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
元
来
①
黄
き
は
げ
菩
ゆ
⇒
に
比
し
て
劣
勢
で
あ
っ
て
、
日
p
膏
口
な
ど
に
は
①
お
讐
を
使
用
し
た
完
了
形
式
は
皆
無
で
あ
る
。
Z
o
蒔
角
に
至
る
と
訂
げ
曾
が
既
に
複
数
に
入
り
込
ん
で
、
Φ
圃
σ
q
㊤
具
Z
o
蒔
臼
で
は
既
に
①
お
①
ロ
）
と
共
に
使
用
さ
れ
て
居
り
、
十
一
世
紀
後
半
の
乏
竃
マ
螢
ヨ
で
は
Φ
貫
㊤
ロ
は
完
全
に
消
滅
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
9
蛍
山
で
は
、
㊦
お
き
＋
勺
鉾
戸
℃
感
辞
゜
の
例
が
完
了
時
称
形
式
中
の
約
半
数
近
く
あ
る
か
ら
、
冨
げ
曾
と
同
じ
く
瀕
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
　
以
下
に
各
人
称
及
び
数
別
に
例
文
を
拳
げ
よ
う
。
　
　
ぎ
臨
゜
　
　
　
　
餌
゜
℃
臼
｛
°
　
　
（
一
）
　
一
人
称
単
数
　
　
一
ゲ
ゲ
四
げ
ゆ
づ
冒
h
ロ
コ
｛
9
Ω
昌
一
ロ
ヨ
マ
い
H
°
H
G
Q
v
b
σ
c
Q
°
　
　
　
　
　
　
．
　
　
》
粘
O
ゲ
『
P
ぴ
Φ
①
ω
⇔
昌
日
マ
①
目
臣
O
げ
H
Φ
コ
．
層
、
　
　
（
二
）
　
二
人
称
単
数
　
　
一
げ
P
N
プ
P
ぴ
ゅ
ω
け
仲
プ
φ
‘
づ
ω
σ
Q
一
ず
Φ
一
N
P
昌
ゾ
閏
゜
卜
3
倉
ω
．
　
　
ご
鮎
卑
ω
げ
餌
2
山
口
亘
昌
o
o
σ
q
Φ
げ
色
ゆ
Φ
ρ
、
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
副
文
の
例
、
　
　
Ω
甘
①
＝
：
：
：
梓
ず
①
づ
げ
同
ロ
p
α
O
同
O
昌
ヨ
『
Φ
P
辞
ゲ
p
N
げ
餌
げ
ゆ
ω
け
『
ロ
マ
津
づ
富
P
件
げ
①
筥
ぴ
冒
h
O
コ
一
〇
匹
①
ヰ
ω
寅
算
螢
P
＜
．
メ
α
㊤
「
　
　
ご
し
d
Φ
は
O
ケ
冨
：
：
：
ヨ
Φ
ヨ
①
昌
し
u
同
¢
山
①
同
P
α
簿
ゆ
畠
仁
①
g
。
Φ
臨
P
げ
同
Φ
昌
げ
帥
g
。
r
α
螢
ゆ
♂
プ
〈
O
ヨ
目
O
儀
「
㊦
冨
富
づ
」
①
昌
げ
言
．
．
鳩
　
　
　
（
三
）
　
三
人
称
単
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
目
ず
Φ
ω
げ
9
げ
蝉
Φ
『
二
び
p
同
婁
O
「
o
マ
H
ぎ
σ
q
σ
q
一
ヨ
Φ
言
評
o
ぎ
舘
山
僧
σ
q
卑
巨
⇔
σ
q
》
＜
巳
H
P
い
　
　
　
　
　
○
篤
鼠
匹
に
於
け
る
完
了
時
称
に
つ
い
て
（
川
口
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
五
　
　
　
○
篤
『
匡
に
於
げ
る
完
了
時
称
に
つ
い
て
（
川
口
）
も
①
ω
壽
α
Q
g
匿
け
霞
Φ
ぎ
○
①
同
酵
江
珪
象
゜
。
2
甲
穿
包
ω
p
・
α
q
⑦
ω
Φ
耳
、
．
、
副
文
の
例
　
　
　
　
　
　
，
馨
聾
g
鼠
N
互
匪
震
筈
一
・
註
げ
訪
暑
。
『
聾
島
9
げ
曾
日
．
H
8
μ
ω
゜
葛
§
邑
§
ゆ
集
Φ
゜
°
Φ
ω
垂
げ
言
①
び
①
：
°
導
犀
嚢
＝
（
四
）
　
一
人
称
複
数
蒔
ぎ
督
尋
゜
含
口
匡
噂
日
乞
゜
と
号
ω
訂
げ
窪
三
「
磐
。
げ
σ
q
。
h
¢
民
窪
．
、
、
　
　
　
　
°
　
・
副
文
の
例
ま
二
ω
州
戸
ま
巴
ω
け
巨
ω
≦
曾
辞
3
爵
・
註
ヨ
き
Φ
暫
鼠
償
・
§
』
°
8
鼻
も
巴
ω
；
屋
紆
ω
○
膏
犀
σ
q
Φ
ミ
。
箆
β
富
ゆ
鼠
ユ
ぎ
σ
q
①
｛
琶
窪
8
冨
げ
Φ
戸
．
、
（
五
）
　
二
人
称
複
数
H
話
お
葺
冒
σ
Q
尻
8
崖
計
≦
日
。
昌
巳
三
目
h
島
一
計
く
』
ρ
刈
H
°
温
冨
訂
げ
g
ω
〈
①
匪
Φ
三
（
二
巳
）
ヨ
①
冒
8
署
崔
魯
①
ほ
巳
一
ρ
．
、
（
六
）
　
三
人
称
複
数
国
曹
霧
卿
巴
・
げ
導
Φ
匿
計
け
訂
・
巴
p
冨
ぎ
巳
壽
匿
訴
H
．
H
る
G
。
。
”
曾
Φ
訂
げ
窪
留
轟
亀
σ
q
留
。
げ
§
瓦
践
①
ぎ
①
ω
ま
9
ぎ
①
コ
幕
ぼ
舅
ω
凶
゜
ゴ
゜
ユ
ω
け
゜
、
、
げ
「
コ
ρ
゜
7
「
一一
Z
六
’
「
（
七
）
　
」
人
称
単
数
　
ナ
シ
．
（
八
）
　
二
人
称
単
数
　
ナ
シ
（
九
）
，
三
人
称
単
数
目
冨
国
国
9
欝
巨
け
匪
魯
ヨ
聾
件
冒
チ
①
冨
註
巳
σ
q
。
山
毎
7
費
＝
げ
㊤
ヨ
目
富
詳
く
．
罫
戸
ω
．
も
⇔
。
・
「
匿
け
＆
霞
Φ
註
α
q
①
出
①
H
＆
§
訂
Φ
幕
≧
ぎ
8
窪
麟
げ
Φ
暑
§
山
Φ
戸
．
、
（
十
）
　
一
入
、
称
複
数
　
ナ
シ
（
十
一
）
　
二
人
称
複
数
　
ナ
シ
（
十
二
）
　
三
人
称
複
数
。。
y
訂
ぴ
ぎ
臣
く
・
ニ
ゴ
巨
げ
旨
〇
二
N
°
。
臣
σ
q
巨
餌
冨
σ
q
壁
§
馳
署
゜
①
」
°
。
．
と
ω
貯
げ
舞
魯
①
巴
①
己
段
ω
o
ω
・
年
く
①
署
邑
貯
警
け
、
”
副
文
の
例
．
巳
ぎ
p
惹
。
ω
互
N
即
8
ヨ
碧
訂
げ
ぎ
p
日
』
ρ
゜
。
°
。
°
博博（
盾
処
黶
Z
）
臼
鼠
年
Φ
p
鼠
Φ
ω
δ
。
°
・
＜
巽
8
ヨ
ヨ
Φ
口
訂
g
づ
゜
、
、
■
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
閑
8
一
゜
　
p
勺
興
｛
°
（一
j
　
一
人
称
単
数
　
ナ
シ
　
　
　
○
疏
ユ
α
に
於
け
る
完
了
時
称
に
つ
い
て
（
川
口
）
二
〇
七
㌔
暫
　
　
○
昧
H
崔
に
於
け
る
完
了
時
称
に
つ
い
て
（
川
口
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
八
（
二
）
　
二
人
称
単
数
　
ナ
シ
（
三
）
　
三
人
称
単
数
　
ナ
シ
（
四
）
　
一
人
称
複
数
　
ナ
シ
（
五
）
　
二
人
称
複
数
副
文
の
例
の
み
、
づ
一
『
0
「
9
日
一
げ
堵
≦
δ
マ
油
同
づ
o
ヨ
㊤
口
皿
σ
q
津
日
一
ゲ
”
目
ピ
］
「
b
σ
”
b
⊃
ド
゜
ご
く
⑦
『
プ
Φ
匡
叶
ヨ
マ
ロ
ざ
げ
計
甫
o
｛
口
目
一
げ
「
ヨ
8
げ
σ
q
①
げ
巴
器
昌
げ
㊤
げ
蛭
、
、
（
六
）
　
三
人
称
複
数
　
ナ
シ
げ
゜
コ
ρ
゜
（
七
）
　
一
人
称
単
数
　
ナ
シ
（
八
）
　
二
人
称
単
数
　
ナ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
（
九
）
　
三
人
称
単
数
副
文
の
例
の
み
、
国
民
チ
餌
げ
雷
o
仙
o
毛
出
僧
臣
雷
M
臣
雷
臼
一
ゲ
遭
山
β
同
一
毛
舘
け
≦
器
”
興
ぎ
σ
q
9
づ
σ
q
臣
①
吋
霞
p
妻
0
3
三
ぼ
ω
℃
①
霞
搾
ω
o
子
o
ゴ
㊤
げ
Φ
臨
”
H
り
倉
刈
心
゜
ご
国
同
幽
p
o
げ
8
丘
Φ
昌
Φ
ざ
げ
3
臨
9
ゆ
①
同
仙
①
居
芝
僧
詳
ゑ
p
目
仁
昌
傷
⑦
目
ω
巴
げ
①
則
（
山
①
口
）
国
ぎ
σ
q
僧
コ
σ
q
岳
σ
ω
①
同
≦
Φ
犀
N
口
σ
q
①
ω
℃
①
護
け
ゲ
象
8
、
．
（
十
）
　
一
人
称
複
数
　
ナ
シ
（
十
一
）
　
二
人
称
複
数
　
ナ
シ
　
　
（
十
二
）
　
三
入
称
複
数
　
ナ
シ
　
『
四
げ
曾
及
び
①
黄
o
コ
と
℃
鋤
拝
℃
鼠
ρ
の
結
合
形
式
は
、
前
述
の
如
く
四
十
三
箇
あ
っ
た
が
、
こ
の
中
で
勺
霞
ρ
℃
鼠
ρ
が
0
9
⑦
ぼ
に
性
数
格
を
犀
8
σ
q
同
巳
臼
Φ
昌
さ
せ
て
い
る
例
が
三
箇
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
は
完
了
時
称
形
式
の
前
身
で
あ
り
、
「
動
作
」
よ
り
も
「
状
態
」
を
表
現
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
　
一
N
ゲ
β
。
9
叶
ロ
げ
碧
ω
臥
α
q
帥
コ
晒
言
¢
コ
ω
甘
σ
q
①
昌
山
日
9
つ
p
α
q
ρ
H
°
倉
O
Q
Q
°
　
　
ご
国
ω
『
簿
言
駕
口
゜
。
目
㊤
⇔
o
げ
①
日
ロ
σ
q
Φ
昌
山
犀
冨
｛
け
帥
ぴ
興
≦
ロ
昌
鮎
①
コ
㌔
、
　
　
国
ω
ず
卑
げ
蝉
ぎ
臣
舞
α
q
冒
陣
ぽ
階
ら
δ
ω
什
ヨ
螢
p
Q
α
q
貯
＝
p
P
H
＜
°
届
博
♂
．
　
　
と
国
ω
『
鉾
岸
づ
Φ
ロ
山
㊤
ヨ
騨
昌
巳
α
q
｛
巴
岳
σ
q
①
口
↓
お
ω
け
Φ
旨
9
2
匡
け
、
”
　
　
ω
δ
色
σ
q
¢
コ
日
貯
σ
q
冒
o
ヨ
碧
…
旧
団
◎
び
o
昌
山
巨
ぼ
ぎ
目
ぎ
節
P
＜
°
メ
N
㊤
．
　
　
と
ω
δ
げ
偉
。
げ
Φ
コ
】
β
冒
日
Φ
言
Φ
p
一
団
Φ
げ
①
口
＝
興
ヨ
毒
①
σ
q
σ
q
①
昌
o
B
B
①
戸
、
、
　
〉
『
阜
の
諸
文
献
の
中
で
も
こ
の
よ
う
に
閑
8
σ
q
窪
⑦
自
を
示
す
例
は
、
○
貯
箆
の
他
に
8
p
仲
冨
コ
に
同
じ
ぐ
三
例
が
あ
る
の
み
で
、
他
の
場
合
は
い
ず
れ
も
勺
母
ρ
℃
益
け
゜
は
無
変
化
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
　
で
は
9
h
H
達
に
於
け
る
こ
の
三
例
が
、
果
し
て
本
来
の
意
味
の
「
状
態
」
を
表
記
す
る
為
に
特
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
い
必
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
。
こ
こ
の
場
合
で
は
幻
①
一
ヨ
が
関
係
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
三
例
は
い
ず
れ
も
そ
の
℃
碧
ρ
℃
H
餌
ρ
が
冗
①
一
B
の
対
．
応
の
一
方
を
占
め
て
い
る
。
即
ち
、
　
　
ロ
げ
9
虜
菖
σ
q
餌
口
⇔
：
：
：
ヨ
餌
昌
餌
σ
q
卑
　
　
σ
q
冒
巴
鼠
⇒
・
：
：
・
日
偶
口
螢
α
Q
｛
巴
蜜
昌
　
　
　
　
○
臥
臥
血
に
於
け
る
完
了
時
称
に
つ
い
て
（
川
口
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
九
　
　
　
○
臨
円
匡
に
於
け
る
完
了
時
称
に
つ
い
て
（
川
口
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
　
　
σ
q
　
づ
0
5
螢
コ
㊤
づ
．
：
：
．
ヨ
H
口
心
旧
の
如
く
ヵ
①
凶
ヨ
の
為
に
℃
賃
け
勺
鼠
け
゜
を
変
化
さ
せ
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
周
知
の
如
く
○
ヰ
吋
己
の
「
福
音
書
」
は
、
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
文
献
と
し
て
は
最
初
に
即
①
一
日
を
使
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
為
に
語
形
上
も
可
成
無
理
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
「
用
法
」
の
項
で
後
迩
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
二
番
目
の
例
に
至
っ
て
は
、
明
ら
か
に
用
法
上
に
無
理
が
あ
ゆ
「
状
態
」
を
表
現
し
て
い
る
と
は
全
然
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
本
来
の
形
式
を
保
持
し
て
い
る
文
は
幻
Φ
ぎ
と
の
関
係
で
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
老
え
て
良
い
。
　
次
に
完
了
時
称
形
式
に
参
加
し
て
い
る
動
詞
に
関
し
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
○
蒔
置
に
於
い
て
は
既
に
述
べ
た
ま
う
な
動
詞
、
即
ち
そ
の
支
配
す
る
○
ぼ
・
匹
が
ω
コ
び
」
①
ぎ
の
所
有
に
あ
る
と
考
え
得
る
動
詞
の
範
囲
を
超
え
、
時
称
形
式
は
他
の
動
詞
を
も
含
ん
酒
い
る
。
勿
論
h
冨
自
き
な
ど
も
あ
る
が
、
げ
冒
冨
口
と
げ
冒
山
Φ
P
、
、
げ
算
げ
⑦
ロ
ざ
ロ
吾
霧
o
同
σ
q
①
P
”
、
一
臥
巳
「
o
ロ
も
鳳
窪
♂
P
．
、
『
o
器
昌
｝
曾
Φ
口
”
、
の
如
き
他
動
詞
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
　
　
ω
冨
9
σ
q
β
ロ
チ
自
σ
q
一
薯
①
冒
蹄
博
H
目
曾
8
刈
㎝
S
　
　
と
ω
冨
ゲ
9
び
①
口
α
器
σ
q
①
N
臨
σ
q
け
゜
導
、
　
　
ぐ
く
爲
興
ω
①
子
o
ぽ
仁
。
同
昌
ロ
ρ
三
♂
昏
震
臥
σ
q
舜
一
同
σ
q
ぎ
O
ユ
け
レ
＜
°
H
P
雪
゜
　
　
　
　
－
　
　
と
く
盃
ω
霞
ω
匹
げ
角
コ
ロ
ロ
霞
①
同
ω
櫛
σ
q
♂
山
霧
『
餌
げ
二
ξ
σ
q
①
ゲ
α
『
一
㍉
層
　
○
艶
凱
で
は
訪
巳
雪
が
八
度
も
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
ゆ
Φ
訂
σ
q
臥
艶
は
齢
巳
に
対
し
て
冨
げ
①
σ
q
①
津
巳
o
昌
と
凝
う
複
合
形
式
が
現
わ
れ
た
の
で
、
ざ
プ
雷
げ
に
対
し
て
ざ
げ
ゲ
四
げ
①
σ
q
①
゜
。
①
げ
Φ
昌
が
造
ら
れ
、
そ
し
て
後
に
は
8
『
価
磐
ぼ
Φ
》
°
・
〇
三
置
｛
に
対
し
て
ざ
げ
ゲ
㊤
げ
①
σqｨ
量
σ
・
Φ
ω
゜
薮
2
が
現
わ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
即
ち
藝
・
σ
・
。
｛
巨
・
あ
Z
鐘
げ
一
琴
σ
・
と
t
て
藝
・
σ
・
・
器
琶
等
が
出
て
来
た
わ
け
で
あ
る
。
　
次
に
完
了
時
称
に
於
け
る
O
ぼ
①
ぎ
に
つ
い
て
検
討
す
る
な
ら
ば
、
三
つ
の
場
合
を
分
け
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
　
（
一
）
　
名
詞
及
び
代
名
詞
が
○
げ
甘
ぼ
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
、
　
（
二
）
　
店
爲
や
註
o
に
導
か
れ
る
副
文
が
0
9
①
ぎ
の
働
き
を
す
る
場
合
、
　
（
三
）
　
他
動
詞
が
絶
体
的
に
使
用
さ
れ
る
、
即
ち
、
○
び
U
①
ぼ
を
伴
わ
ず
使
用
さ
れ
る
場
合
。
　
以
上
の
三
項
目
に
つ
い
て
以
下
検
討
し
て
み
よ
う
。
　
（
一
）
　
0
9
①
昏
と
し
て
は
、
名
詞
と
共
に
代
名
詞
も
多
く
使
用
さ
れ
て
居
り
、
そ
の
中
で
も
人
称
代
名
詞
が
多
い
。
只
一
度
、
再
帰
　
　
　
代
名
詞
の
゜
と
ω
畔
”
、
も
あ
る
。
　
　
任
意
の
例
を
拳
げ
よ
う
。
　
2
首
註
げ
o
民
摺
訂
9
茸
霞
巴
伊
算
簿
§
ミ
ミ
ミ
茜
§
ぽ
概
犠
ミ
弧
’
這
”
お
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
と
Z
Φ
β
σ
Q
①
び
O
器
ロ
げ
緯
岳
＄
い
節
μ
山
鮎
Φ
口
露
日
ヨ
団
o
。
O
ゴ
Φ
昌
＝
①
臨
㎝
5
臼
い
”
　
　
津
冨
げ
曾
§
§
σ
q
冨
砂
δ
こ
o
ず
。
・
毒
8
ヨ
o
島
霞
ざ
げ
o
δ
計
，
H
＜
°
Q
。
ど
Q
。
ρ
　
　
も
o
ゲ
ゲ
p
げ
①
誇
昌
づ
2
亀
碧
σ
q
①
。
。
邑
岸
自
昌
店
き
ω
帥
口
山
o
昌
8
0
げ
熔
び
霞
言
o
中
o
づ
゜
、
、
の
使
用
例
と
し
て
、
　
　
・
　
チ
ロ
錘
ゲ
＆
け
け
冨
＝
言
ξ
ミ
ゲ
9
げ
卑
σ
q
曇
呂
計
H
＜
°
H
”
H
°
　
　
㌔
o
房
け
9
3
口
岳
α
Q
げ
卑
富
ω
＜
o
房
巴
o
ゲ
〈
臼
臥
巳
α
Q
ρ
、
、
　（
�
j
　
○
斥
．
匡
に
於
い
て
は
、
既
に
名
詞
及
び
代
名
詞
の
0
9
Φ
犀
に
代
り
号
N
又
は
鼠
o
に
導
か
れ
る
副
文
を
支
配
す
る
動
詞
が
　
　
完
了
時
称
形
式
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
例
文
は
四
箇
お
る
。
　
　
　
○
焦
同
凱
に
於
け
る
完
了
時
称
に
つ
い
て
（
川
口
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
一
▽
」
P
9
　　
@　
@　
@
○
臥
昌
傷
に
於
け
る
完
了
時
称
に
つ
い
て
（
川
口
）
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
　　
@
田
げ
ゆ
巳
葺
巨
位
藁
昔
暑
・
8
げ
蓬
・
巽
喜
壁
冨
一
号
§
巨
呂
≦
8
ぎ
§
。
・
H
・
9
ω
㊤
・
　　
@
》
§
げ
゜
凶
゜
臣
Φ
・
琶
。
・
・
8
り
巨
口
・
・
§
げ
・
・
警
σ
・
髭
・
穿
げ
巴
冨
・
諄
・
巳
琶
・
・
同
類
Φ
ξ
痒
N
・
㌔
、
　　
@
誤
゜
臣
彗
§
3
°
ま
⑦
三
け
喜
゜
・
・
ぎ
σ
・
巨
魯
F
け
爵
・
ヨ
・
巳
・
げ
・
。
冨
巨
芽
・
晋
・
一
げ
§
げ
ρ
困
・
g
㎝
刈
・
　　
@
も
゜
°
臣
壁
ユ
ぎ
げ
①
゜
・
臨
ヨ
巨
巨
・
・
姦
げ
・
°
・
琶
。
…
p
霞
・
穿
三
乙
・
邑
α
＝
・
8
⇒
姿
8
・
・
邑
。
ぎ
、
．
　　
@
畢
゜
宴
舞
§
§
°
・
σ
・
匿
σ
・
。
け
噂
喜
。
自
巨
け
げ
凶
臣
・
σ
・
ヨ
。
♂
三
。
三
＝
げ
。
＝
・
眉
・
8
国
一
p
。
げ
睾
三
睾
象
・
・
日
・
ω
・
ω
・
　　
@
も
゜
°
臣
器
口
霧
び
・
塁
σ
・
辞
巨
σ
q
・
げ
。
§
。
げ
巨
け
ゆ
ま
・
”
鼠
・
尋
儀
。
筈
琶
琶
§
9
≦
§
鼠
同
Φ
・
。
乏
。
年
①
・
・
、
．
　　
@
9
N
①
『
…
爵
2
耳
轟
山
゜
δ
口
巳
轟
p
子
鶴
訂
9
ω
け
ゲ
2
目
h
琶
＄
p
＜
°
刈
ふ
㊤
゜
　　
@
㍉
臨
募
…
－
∋
・
冨
・
甲
ま
・
3
号
ゆ
臼
臼
｛
葺
・
諄
鼻
…
…
．
．
　
　
　
　
　
　
　
・
　　
ﾚ
続
詞
畠
N
で
導
か
れ
る
副
文
を
、
先
行
す
る
人
称
代
名
詞
の
冒
が
受
け
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
先
に
述
べ
た
例
で
、
　　
@
国
σ
q
巨
・
芭
・
げ
窪
g
犀
三
蝕
匿
・
ω
已
・
げ
巴
・
巳
壽
匿
叶
”
H
♂
・
。
ω
・
　　
@
”
v
ω
δ
訂
げ
・
邑
婁
鼠
σ
・
＄
。
げ
鼻
号
ゆ
・
冨
ω
ま
巴
ぎ
・
：
喜
；
鼠
。
げ
・
岳
牝
”
が
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
　
　
（
三
）
　
他
動
詞
が
絶
体
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
、
二
箇
し
か
現
わ
れ
て
い
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　　
@
冨
三
N
ω
二
ω
チ
霞
昏
σ
q
ゆ
p
°
。
。
≦
マ
①
酋
づ
匿
σ
q
9
§
訂
p
H
』
0
口
目
゜
　　
@　
ﾆ
寓
①
ω
8
鋤
。
耳
昌
。
・
急
・
尋
§
σ
・
馨
§
響
プ
・
響
゜
、
．
　
　
，
　　
@
2
σ
q
魯
①
巴
⑦
お
目
ω
二
ω
σ
q
己
四
昌
”
日
゜
H
。
。
る
①
゜
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
　　
@
”
冨
げ
Φ
a
8
Φ
2
口
巴
房
。
α
q
①
母
島
．
．
’
1
　
こ
の
場
合
、
動
詞
は
絶
体
的
に
使
用
さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
0
9
①
聾
で
も
っ
て
補
う
こ
と
の
出
来
る
動
詞
で
あ
る
。
こ
の
場
合
と
⇔
の
場
合
と
ぱ
自
動
詞
の
参
加
す
る
完
了
時
称
へ
の
過
渡
的
な
形
態
で
あ
る
。
　
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
言
及
す
る
な
ら
ば
、
先
ず
9
窪
山
は
○
①
巳
瓢
く
の
○
豆
①
宥
を
支
配
す
る
他
動
詞
を
完
了
時
称
に
使
用
し
て
い
な
い
。
諺
ω
゜
で
は
既
に
こ
の
用
法
が
現
わ
れ
て
い
る
が
、
諺
包
゜
に
於
い
て
は
Z
o
爵
興
に
至
っ
て
は
じ
め
て
山
①
ω
葭
び
①
σ
Q
二
目
o
ロ
冨
げ
蝉
P
H
』
9
H
ω
゜
の
よ
う
に
○
①
巳
鼠
〈
支
配
の
動
詞
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
○
静
己
に
於
い
て
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ゲ
接
曾
と
Φ
凶
σ
q
き
の
完
了
時
称
に
ま
だ
自
動
詞
が
参
加
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
諺
ω
゜
で
は
既
に
瀕
繁
に
自
動
詞
が
こ
の
用
法
に
現
わ
れ
て
い
る
が
、
〉
げ
窪
゜
で
は
Z
o
蒔
霞
に
至
り
は
じ
め
て
例
証
さ
れ
る
。
　
以
上
、
主
に
形
式
上
か
ら
冨
げ
曾
又
は
①
碍
①
口
と
℃
舞
ρ
℃
鼠
け
の
結
合
形
式
を
検
討
し
た
の
で
あ
る
が
、
使
用
例
も
豊
富
と
い
‘
え
る
，
わ
け
で
は
な
く
、
完
了
時
称
の
前
身
と
も
い
う
べ
き
形
式
も
残
存
し
て
居
り
、
更
に
自
動
詞
が
関
係
し
て
い
な
い
と
い
う
点
か
ら
、
○
↓
｛
同
己
が
完
了
時
称
と
し
て
充
分
意
識
し
た
上
で
諸
形
式
を
使
用
し
た
わ
け
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
三
埼
①
ω
碧
＋
勺
⇔
昌
幽
℃
感
ρ
と
≦
臼
ユ
き
＋
国
昌
℃
贔
け
　
≦
Φ
ω
p
口
＋
勺
母
ρ
中
9
，
e
の
形
式
は
、
げ
9
げ
ゆ
ロ
及
び
①
碍
餌
ロ
＋
℃
母
ρ
℃
鼠
e
の
形
式
に
比
べ
て
そ
の
使
用
例
は
遙
か
に
少
い
。
ゆ
①
冨
σ
Q
の
総
数
は
僅
か
に
二
十
二
箇
で
あ
る
。
使
用
例
は
冒
鮮
勺
臼
h
°
で
一
、
二
、
三
人
称
単
数
及
び
三
人
称
複
数
の
み
、
コ
ぬ
゜
で
は
三
人
称
単
数
の
み
に
見
ら
れ
、
囚
o
づ
」
°
で
は
℃
葭
｛
°
に
三
人
称
単
数
、
コ
ρ
゜
も
同
じ
く
三
人
称
単
数
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
≦
①
゜
・
き
に
よ
る
時
称
形
式
は
H
a
．
國
8
9
共
に
三
人
称
単
数
に
使
用
例
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
主
文
に
於
け
る
例
は
九
箇
あ
り
、
従
っ
て
副
文
に
於
け
る
例
は
十
三
箇
で
あ
る
。
こ
の
副
文
の
例
中
、
十
一
箇
は
コ
ρ
゜
に
見
ら
れ
る
。
使
用
例
の
内
訳
は
以
下
の
通
り
で
　
　
　
　
○
臥
H
こ
に
於
け
る
完
了
時
称
に
つ
い
て
（
川
口
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
三
あ
る
。
　
　
勺
霞
h
°
　
　
一
人
称
単
数
　
　
二
人
称
単
数
　
　
三
人
称
単
数
　
　
一
人
称
複
数
　
　
二
人
称
複
数
　
　
三
人
称
複
数
　
　
　
計
　
　
コ
ρ
゜
　
　
一
人
称
単
数
　
　
二
人
称
単
数
　
　
三
人
称
単
数
　
　
一
人
称
複
数
　　　　　　　　　9　　　　　　　　　ま　　　　　　　　　£
　　　　　　　　　幹
九一〇〇六一一5　　鼻
（　　　　　　（°　　　了
）　　　　　　）　　　　時
一。・・一・・3．肇
（　　　　　　　　　 （　　　　　　 」“9
　　　　　　 　　　　　　　　　　 い
　　　　　　　　） ）　　 　三
　　　　　　　　　川
　　　　　　　　　5
　
内
は
副
文
に
於
け，
る
例
　　　　　〇九〇〇民
　A　　　　　　　
．
　LN
O三〇・08
　A　　　　h“’
　5
一
二
四
　
　
二
人
称
複
数
　
　
　
○
、
　
　
〇
　
　
三
人
称
複
数
　
　
　
0
　
　
　
0
　
　
　
計
九
（
八
）
三
（
三
）
、
げ
ρ
げ
9
（
9
σ
q
鯖
5
）
＋
℃
賃
什
゜
℃
鼠
ρ
の
場
合
と
同
じ
く
、
≦
①
鈴
コ
＋
勺
錠
壁
℃
議
蛭
　
　
貯
α
゜
　
　
げ
冒
虐
Φ
日
き
　
　
匡
ω
ε
ロ
①
ヨ
碧
　
　
聾
ρ
ロ
①
ヨ
自
　
　
げ
一
歪
p
ρ
器
ヨ
き
ゅ
　
ぼ
把
ε
器
ヨ
き
ゅ
　
ω
葺
ρ
器
日
き
ゅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
ロ
　
　
を
餌
ω
ρ
¢
①
］
β
餌
口
　
　
≦
9
D
コ
ρ
仁
①
8
㊤
昌
　
　
≦
器
ρ
¢
①
ヨ
β
㊤
ロ
　
　
謹
帥
疑
p
骨
o
ヨ
き
Φ
，
≦
騨
葺
ρ
器
ヨ
き
Φ
≦
霞
茸
ρ
器
B
き
ゅ
の
　　　℃
　　　碧
　　　21．
　　　お’
　　　B
　　　を
　　’引
　　　用
　　　す
　　　る
　　　と
　　　以
t　　下
　　　の
　　　如
　　　く
　　　、な＿
　　　奪
国
o
昌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゜
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
。
。
μ
ρ
信
o
日
酷
5
　
　
　
ω
閉
ρ
仁
Φ
日
雪
　
　
ω
　
ρ
仁
①
ヨ
鯖
5
　
。
。
ぎ
ρ
器
ヨ
碧
O
　
。
。
津
ρ
器
ヨ
鴛
ゆ
　
ω
貯
ρ
仁
。
ヨ
き
ゅ
　
　
　
ン
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
の
　
≦
㊤
コ
ρ
β
Φ
ヨ
苗
5
　
　
≦
㊤
コ
ω
ρ
⊆
①
ヨ
m
5
　
≦
餌
コ
ρ
ロ
①
ヨ
餌
ロ
．
　
芝
霞
ぎ
ρ
g
日
碧
ゆ
妻
ゆ
蜂
ρ
垢
ヨ
⇔
蕃
≦
豊
口
ρ
口
o
最
5
Φ
次
に
使
用
例
を
挙
げ
よ
う
。
　
ぢ
阜
　
　
　
　
　
○
焦
ユ
山
に
於
け
る
完
了
時
称
に
つ
い
て
（
川
口
）
9
二
一
五
、　
　
　
　
○
焦
『
己
に
於
け
る
完
了
時
称
に
つ
い
て
（
川
口
）
p
℃
臼
｛
°
（一
j
　
一
人
称
単
数
副
文
の
例
の
み
、
昏
雷
訂
ぴ
Φ
ω
跨
豊
含
屋
づ
”
蒙
ま
げ
陣
ほ
8
δ
号
房
㌶
昌
§
”
＜
°
メ
㎝
p
糺
ら
含
・
臣
印
窪
訂
ω
♂
ユ
p
ヨ
。
げ
く
°
ヨ
目
巳
①
①
匿
㊤
巳
①
口
ぼ
｝
°
、
．
（
二
）
　
二
人
称
単
数
と
罠
⇔
げ
糞
、
、
ρ
・
巴
Φ
・
；
げ
器
゜
・
量
ρ
二
Φ
暴
・
α
巨
臣
g
器
β
…
…
、
、
H
H
°
N
①
8
も
¢
募
ρ
、
．
鈴
σ
q
8
Φ
門
；
ま
①
跨
臼
σ
Q
①
犀
。
ヨ
ヨ
①
口
…
ω
。
ぎ
匹
①
ω
＝
①
同
β
－
・
－
・
、
、
（
三
）
　
三
人
称
単
数
国
二
ω
瓜
8
匿
巨
暑
・
垂
コ
U
。
『
曄
｛
8
δ
山
①
訂
雪
§
“
＜
°
食
ミ
゜
㍉
二
゜
。
芝
。
具
山
9
＝
α
＝
。
N
ロ
a
舞
α
q
警
①
鐸
；
巳
く
8
（
鮎
Φ
日
）
↓
a
g
焦
①
同
器
乱
①
p
．
、
（
四
）
　
一
人
称
複
数
　
ナ
シ
（
五
）
　
二
人
称
複
数
　
ナ
シ
（
六
）
　
三
人
称
複
数
碁
ω
ω
巨
…
…
号
α
q
鷺
5
一
邸
鋤
β
＜
誤
ω
ド
゜
”
”
ω
ぎ
象
畔
巷
ω
衆
証
σ
q
Φ
7
一
昌
σ
q
魯
。
冨
p
、
、
　
　
　
　
　
　
　
．
一
二
六
r
」
覧
P
げ
．
ロ
ρ
゜
（
七
）
　
一
人
称
単
数
　
ナ
シ
（
八
）
　
二
人
称
単
数
　
ナ
シ
（
九
）
　
三
人
称
単
数
け
げ
魯
国
宅
Φ
財
浄
o
≦
p
°
・
α
q
冨
≦
8
げ
螢
♪
H
＜
．
同
N
㎝
Q
Q
°
ご山
P
N
≦
α
に
け
Φ
≦
霞
葭
日
簿
仲
Φ
叶
㌔
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
副
文
に
於
け
る
例
σq
|
曾
邸
臣
O
臣
霞
＝
葺
爵
p
N
堕
費
震
伍
醤
窪
ぎ
ζ
聾
跨
鋤
『
帥
ρ
器
ヨ
き
≦
器
w
H
＜
・
ρ
H
L
）
㊤
ゲ
曾
8
ユ
器
く
o
貯
切
山
践
ら
葭
＝
Φ
昌
O
畔
『
ε
ω
紆
三
p
σ
q
Φ
犀
o
ヨ
ヨ
魯
≦
賀
゜
、
、
（
十
）
　
一
人
称
複
数
　
ナ
シ
（
十
一
）
　
二
人
称
複
数
　
ナ
シ
（
十
二
）
　
三
人
称
複
数
　
ナ
シ
㌧
〆
o
ξ
p
℃
角
｛
°
（一
j
　
一
人
称
単
数
　
ナ
シ
（
二
）
　
二
人
称
単
数
　
ナ
シ
　
層
　
○
篤
臨
」
に
於
け
る
完
了
時
称
に
つ
い
て
（
川
口
）
一
＝
七
’
㌧
「
　
　
○
自
円
置
に
於
け
る
完
了
時
称
に
つ
い
て
（
川
口
）
（
三
）
　
三
人
称
単
数
副
文
に
お
け
る
例
の
み
、
目
げ
o
げ
興
2
げ
農
げ
き
ω
ど
貯
目
角
ヨ
Φ
ω
臣
o
げ
…
…
”
昌
H
』
°
。
噂
呂
゜
も
げ
芝
o
匡
①
ユ
①
訂
け
巴
ω
O
o
ω
8
昏
①
口
葭
象
出
①
σ
q
計
8
≦
o
一
♂
コ
≦
マ
α
o
警
げ
ぎ
≦
虫
ω
魯
゜
、
．
（
四
）
　
一
人
称
複
数
　
ナ
シ
（
五
）
　
二
人
称
複
数
　
ナ
シ
（
六
）
　
三
人
称
複
数
　
ナ
シ
一
＝
八
亀
げ
゜
コ
ρ
゜
（
七
）
　
一
人
称
単
数
　
ナ
シ
（
八
）
　
二
人
称
単
数
　
ナ
シ
（
九
）
　
三
人
称
単
数
副
文
に
於
け
る
例
の
み
、
≦
碧
け
霞
α
①
富
ヨ
毬
二
訂
N
畠
同
辱
菅
ρ
器
ヨ
き
≦
豊
L
H
．
ω
“
G
。
①
．
》
》
巴
ω
葭
ざ
邑
§
し
践
国
①
『
壇
σ
q
⑦
ぎ
ヨ
ヨ
魯
≦
舞
、
、
（
十
）
　
一
人
称
複
数
　
ナ
シ
（
十
一
）
　
三
人
称
複
称
　
ナ
シ
P
「
　
　
（
十
二
）
　
三
人
称
複
数
　
ナ
シ
　
次
に
冨
ぴ
曾
と
の
複
合
形
式
の
場
合
の
よ
う
に
、
渇
①
ω
磐
と
結
合
し
て
い
る
℃
貧
戸
勺
感
け
゜
が
変
化
語
尾
を
保
持
し
て
い
る
例
が
一
箇
あ
る
。
こ
れ
も
幻
①
一
日
の
為
と
解
釈
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
　
　
彊
巴
；
等
二
ω
け
い
昏
㊤
毎
ω
げ
一
冒
げ
雪
ミ
”
…
…
導
、
、
頃
ピ
ト
。
ω
”
㎝
O
°
（
“
『
け
い
震
①
霊
ω
ヨ
o
H
ε
ω
①
ω
け
）
　
　
ω
9
。
σ
Q
静
①
興
：
h
げ
2
”
憲
四
歪
゜
。
♂
＝
9
σ
q
Φ
甑
一
〇
げ
8
°
．
、
　
次
に
名
①
ω
弩
と
結
合
し
て
完
了
時
称
形
式
を
構
成
し
て
い
る
自
動
詞
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を
三
種
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
　
（
一
）
　
勺
感
ω
゜
に
於
い
て
既
に
或
る
場
所
又
は
或
る
状
態
に
留
ま
る
こ
と
を
表
現
す
る
も
の
。
げ
ま
び
き
溝
9
巳
Φ
子
①
♪
．
、
一
凶
σ
q
σ
q
磐
博
旨
①
σ
q
魯
゜
．
、
　
（
二
）
　
空
間
的
運
動
を
表
現
す
る
も
の
。
ρ
o
①
白
㊤
戸
脚
o
日
旨
①
P
、
”
陣
暑
冒
富
7
h
霞
口
o
穿
Φ
迂
Φ
ロ
”
、
．
訂
＄
づ
＄
口
”
》
o
話
8
げ
Φ
P
．
、
冒
巳
冨
冨
口
ご
≦
ユ
o
げ
o
戸
、
、
o
ず
Φ
羅
5
と
訟
o
げ
≦
①
冨
山
o
p
博
博
　
（
三
）
　
他
の
状
態
へ
の
転
移
を
表
現
す
る
も
の
。
≦
Φ
巳
m
5
ご
≦
①
巳
Φ
♪
、
、
ω
註
。
冨
ロ
も
ほ
ヨ
讐
9
P
．
、
罵
ミ
。
巳
碧
と
N
口
巳
。
窪
①
≦
。
憎
山
9
・
、
”
　
前
述
の
動
詞
中
、
ρ
自
Φ
B
き
は
五
度
、
一
冨
富
口
＄
p
及
び
げ
ま
ぴ
㊤
コ
共
に
三
度
、
≦
o
巳
p
コ
ニ
度
、
他
は
各
々
一
度
つ
つ
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ぞ
o
沼
ロ
と
共
に
最
も
は
や
く
、
又
最
も
瀕
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
動
詞
は
、
〉
ま
゜
で
は
ρ
ロ
Φ
ヨ
き
と
≦
①
匡
Q
口
で
あ
る
が
、
こ
の
両
者
は
そ
れ
自
体
℃
Φ
篤
①
犀
臨
〈
な
〉
匿
o
口
ω
p
答
を
持
つ
動
詞
と
解
釈
さ
れ
た
た
め
に
、
≦
Φ
ω
き
と
の
結
合
に
際
し
て
動
作
の
N
芭
を
示
す
℃
霞
鼠
犀
色
と
結
び
つ
か
な
い
。
○
葺
乙
で
は
≦
臼
α
雪
に
℃
感
貯
一
学
の
つ
い
た
動
詞
が
一
箇
あ
ゐ
。
他
は
げ
旨
げ
雪
を
除
く
と
℃
H
9
、
訪
図
を
伴
う
囚
o
日
b
o
°
。
即
四
か
、
或
い
は
℃
霞
戸
℃
H
餌
け
で
ひ
q
o
－
と
い
う
勺
＆
訪
図
と
結
び
つ
い
て
、
唱
①
蹴
Φ
犀
臨
く
な
感
じ
を
獲
得
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
玄
財
守
5
は
或
る
状
態
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
表
現
す
る
動
詞
で
あ
り
、
従
っ
て
一
ヨ
娼
Φ
臨
①
江
そ
で
あ
る
筈
で
あ
る
が
、
・
こ
れ
は
本
来
運
動
の
動
詞
で
あ
っ
て
b
①
篤
①
犀
臥
く
と
解
釈
さ
れ
た
為
に
σ
q
⇔
・
を
免
が
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
○
窪
憎
Σ
に
於
け
る
完
了
時
称
に
つ
い
て
（
川
口
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
九
「
1
　
　
　
　
○
鳳
ユ
自
に
於
け
る
完
了
時
称
に
つ
い
て
（
川
口
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
　
〇
龍
江
畠
で
は
σ
q
毬
α
q
㊤
コ
“
”
σ
q
①
げ
①
耽
、
の
完
了
時
称
は
現
わ
れ
て
い
な
い
。
》
ω
゜
で
は
既
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
》
ゴ
鮮
で
は
Z
o
爵
臼
に
至
っ
て
は
じ
め
て
使
゜
用
さ
れ
る
に
至
り
、
σ
q
9
旨
α
q
餌
⇒
と
共
に
そ
の
囚
o
ヨ
b
o
ω
一
＄
（
駒
鴇
♂
珪
」
⇔
N
、
」
N
一
－
）
が
出
て
来
て
い
る
。
　
〉
ω
゜
に
於
い
て
は
、
≦
①
ω
⇔
づ
も
色
賎
．
は
げ
o
ぴ
ぽ
碧
“
ケ
q
げ
魯
、
、
と
結
び
つ
い
て
完
了
時
称
を
構
成
す
る
が
、
ド
イ
ツ
語
で
は
ω
Φ
ぎ
は
U
．
冒
と
結
合
す
る
。
こ
の
゜
・
Φ
ぎ
の
完
了
時
称
は
○
什
津
山
を
は
じ
め
と
し
て
〉
ゲ
阜
の
文
献
に
は
皆
無
で
あ
り
、
ζ
圧
匿
に
至
っ
て
発
生
し
た
形
式
で
あ
っ
て
、
本
稿
で
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
　
以
上
の
如
く
○
貼
乙
で
≦
。
ω
き
と
結
合
し
て
完
了
時
称
を
構
成
す
る
自
動
詞
は
℃
臼
諭
ぎ
ぞ
な
も
の
、
及
び
そ
う
解
釈
さ
れ
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
点
現
代
語
と
大
き
な
相
違
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
　
次
に
言
及
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
〉
げ
阜
に
少
数
の
し
U
Φ
8
σ
q
①
を
持
つ
≦
霞
富
口
＋
℃
母
戸
℃
鼠
け
と
い
う
完
了
の
時
称
形
式
に
関
し
て
で
あ
る
。
こ
の
形
式
で
は
自
動
詞
の
℃
霞
ρ
牢
9
，
ρ
が
≦
①
巳
き
と
結
び
つ
．
く
の
で
あ
り
、
O
o
ρ
で
は
皆
無
で
あ
る
が
、
〉
ω
゜
で
は
可
成
瀕
繁
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
〉
臣
．
に
於
け
る
若
干
の
ゆ
Φ
冨
α
q
Φ
で
は
ρ
ロ
Φ
ヨ
営
又
は
≦
①
益
き
の
場
合
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。
9
即
置
で
は
こ
の
形
式
と
解
釈
し
得
る
例
が
二
箇
あ
る
。
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
N
津
≦
巽
自
匪
O
σ
q
マ
色
8
ρ
H
°
♪
目
゜
及
び
　
　
芝
卑
巳
昧
8
二
ぼ
β
マ
ω
o
簿
餌
口
ω
碧
”
8
B
o
ぼ
Φ
ω
ω
博
P
Φ
言
ゲ
巴
げ
苫
さ
H
』
v
ド
　
　
．
の
二
例
で
あ
る
が
、
O
誌
ヨ
日
は
後
者
の
例
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
　
と
き
§
ミ
“
ミ
ミ
馬
¢
ロ
山
竃
畠
、
叙
神
塁
ミ
ミ
～
犀
α
昌
器
づ
α
q
き
N
山
器
ω
色
ぴ
①
窪
ω
ω
9
σ
q
o
p
＞
島
号
日
餌
『
ユ
゜
埼
息
ω
ω
8
ゲ
コ
ξ
げ
鉱
○
焦
『
こ
ω
ユ
8
器
、げ
ﾕ
。
。
鷲
色
①
島
①
。
・
霞
8
霧
什
旨
o
二
8
曽
げ
9
2
旧
芝
8
昌
①
目
一
゜
9
H
鐙
σ
q
ゴ
芝
㊤
a
詫
ω
o
艮
仲
き
o
冒
げ
巴
σ
冨
5
ω
o
芝
マ
山
ヨ
窪
昌
゜
・
o
げ
乏
Φ
島
o
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
言
①
ロ
一
旨
h
」
嵩
O
ユ
冨
昌
陶
昌
P
①
ぽ
ヨ
Φ
昌
≦
O
＝
①
P
、
り
　
○
ユ
ヨ
ヨ
は
明
ら
か
に
後
者
の
例
を
完
了
時
称
と
見
徹
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
筆
者
の
調
べ
た
限
り
、
○
貼
己
に
於
け
る
≦
①
巳
㊤
口
＋
勺
霞
什
゜
℃
鼠
戸
の
完
了
時
称
形
式
に
言
及
し
、
そ
の
存
在
を
認
め
て
い
る
の
は
○
ユ
B
ヨ
だ
け
で
あ
（
観
。
勿
論
〉
げ
穿
に
こ
の
完
了
時
称
形
式
が
あ
る
こ
と
は
一
般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
大
部
分
の
学
者
が
、
し
か
も
そ
の
中
で
○
阜
乙
の
専
門
家
で
あ
る
○
°
卑
阜
　
　
に
　
ヨ
節
目
す
ら
○
蒔
己
に
お
け
る
場
合
に
つ
い
て
は
沈
黙
を
守
っ
て
い
る
。
こ
の
沈
黙
を
直
ち
に
否
定
的
と
解
釈
す
る
の
は
慎
し
む
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
判
断
出
来
る
手
懸
り
は
あ
る
。
即
ち
国
a
旨
曽
目
及
び
勺
p
巳
は
、
前
述
の
二
例
を
そ
れ
ぞ
れ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
　
　
覧
冨
N
Φ
謬
≦
㊤
a
．
〈
o
＝
Φ
謬
鮎
Φ
け
、
、
（
国
巳
巳
偉
。
ロ
昌
）
　
　
矯
均
母
ま
①
轟
筈
く
。
＝
・
邑
。
叶
ω
。
α
・
匡
。
F
鼠
①
①
器
晋
ヨ
゜
°
ゴ
件
p
①
冒
匡
げ
゜
ω
冨
ぼ
・
べ
℃
凱
閃
）
と
現
代
語
訳
し
て
、
℃
母
『
勺
鼠
壁
を
自
動
詞
よ
り
は
む
し
ろ
他
動
詞
と
解
釈
し
、
℃
器
ω
貯
に
訳
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
従
っ
て
こ
の
例
を
完
了
時
称
形
式
と
し
て
承
認
す
る
か
否
か
は
、
勺
⇔
罫
℃
感
け
を
自
動
詞
と
解
釈
す
る
か
、
他
動
詞
と
解
釈
す
る
か
に
懸
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
9
h
同
己
で
は
ρ
二
①
目
碧
や
≦
興
鎚
き
の
よ
う
な
明
白
な
自
動
詞
が
使
用
さ
れ
て
い
る
形
式
は
な
い
わ
げ
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
毛
o
巳
き
＋
勺
貸
ρ
勺
感
ρ
の
形
式
は
完
了
時
称
と
し
て
問
題
に
な
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。
「
四
　
完
了
時
称
の
用
法
　
（
一
）
　
勺
①
臥
゜
の
意
味
　
≦
o
ω
p
口
と
プ
筈
φ
ロ
（
9
σ
q
O
昌
）
と
勺
碧
叶
゜
勺
感
け
と
の
結
合
は
、
定
動
詞
の
形
態
に
従
え
ば
現
在
に
属
す
る
わ
け
だ
が
、
他
方
勺
母
ド
勺
．
餌
け
は
過
去
の
動
作
を
表
示
す
る
。
こ
の
二
元
性
か
ら
「
現
在
に
於
い
て
終
了
し
て
い
る
過
去
の
動
作
」
の
意
味
、
も
し
く
は
純
粋
に
　
　
　
　
○
角
．
乙
に
於
け
る
完
了
時
称
に
つ
い
て
（
川
口
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
一
　　
@　
@　
@　
B
甕
に
於
け
る
季
時
称
に
つ
い
三
川
。
）
　
　
．
　
　
　
　
　
二
二
二
完
了
の
意
味
が
生
じ
て
来
て
い
る
。
　　
@
○
け
h
村
崔
に
於
け
る
℃
臼
h
°
の
意
味
は
、
「
す
で
に
完
了
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
が
現
在
に
持
続
し
て
．
い
る
動
作
」
を
慧
味
す
る
、
即
ち
勺
墾
謎
げ
讐
．
襲
課
踏
馨
鉾
三
゜
　
　
　
　
．
’
　
　
　
　
”
》
仲
§
ω
ぎ
巳
α
q
訂
げ
①
霧
8
①
ω
①
巳
8
拝
N
二
路
日
B
窪
σ
q
臥
¢
σ
q
ρ
．
．
　
　
　
　
芝
蹄
①
凶
α
q
二
三
N
塗
㊤
鑓
p
H
．
同
゜
。
し
ド
　
　
　
　
゜
　
　
　
　
　
　
「
羅
黙
巽
轟
三
プ
　
ー
　
§
』
°
言
9
幽
　
　
　
　
　
博
》
づ
穿
訂
げ
2
。
げ
巨
羅
冒
Φ
⇒
即
窪
巳
く
。
　
田
艮
巴
け
σ
q
①
出
舅
山
①
戸
．
、
　
　
　
　
　
マ
蝕
σ
q
葺
。
島
チ
霞
害
α
q
。
け
゜
。
一
g
三
冒
巨
同
α
q
ま
。
ま
」
＜
°
卜
。
O
為
①
゜
．
　　
@　
@
”
青
冨
び
冨
・
。
臣
δ
内
§
犀
冨
三
・
巳
寝
。
＝
轟
蚤
σ
・
σ
・
・
邑
山
。
拝
、
、
　　
@］
?
ｸ
9
に
於
い
て
瀕
繁
に
使
用
さ
れ
た
用
法
で
あ
る
が
、
条
件
文
章
に
使
用
さ
れ
て
条
件
の
必
無
的
結
果
を
表
現
す
る
例
文
が
二
箇
あ
る
。
・
こ
の
場
合
に
条
件
文
に
は
℃
鼠
ω
．
が
あ
る
。
　　
@　
@
三
σ
q
陣
含
暮
霧
奮
匡
σ
q
葺
p
コ
葱
Φ
．
農
巨
ω
窪
冨
暑
巷
銘
p
H
°
H
”
刈
①
゜
　　
@　
@
強
σ
・
Φ
凱
Φ
①
ω
三
゜
ず
§
び
①
σ
・
葺
β
ω
団
①
藝
①
匿
Φ
ま
①
暑
昏
p
、
、
．
　
　
　
　
　
畠
二
岡
員
臣
雷
①
ω
匪
σ
q
ぎ
口
ρ
匪
自
三
山
鍵
冒
旨
σ
q
①
二
昌
①
黄
舅
ω
δ
冒
訪
§
9
巳
叶
ち
一
一
註
｛
き
8
σ
q
幕
巨
け
鳩
」
摂
H
”
。
。
H
°
、
　
琶
7
魯
く
島
駐
。
ω
ぴ
督
§
ω
゜
＝
藷
Φ
σ
q
①
三
ゴ
β
N
巨
。
σ
q
貨
ω
団
Φ
藝
Φ
ま
ω
ぎ
⇒
（
σ
Q
警
昏
ゴ
）
巨
α
q
①
・
舞
巨
設
o
1
F
1
　
　
h
①
昌
ひ
q
O
≦
巴
什
び
O
毛
8
Q
。
Φ
口
㌦
り
　
次
に
従
属
文
章
で
囚
o
ど
．
の
勺
Φ
墜
と
し
て
現
わ
れ
て
、
時
間
的
に
先
行
す
る
（
”
気
。
旨
①
三
σ
q
J
Z
Φ
ぴ
魯
プ
き
臼
8
σ
q
を
表
現
す
る
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
文
が
二
箇
あ
る
。
こ
の
例
文
で
は
主
文
に
勺
感
ω
゜
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　．
@
巳
げ
兜
①
戸
ヨ
貯
》
ぞ
δ
冒
め
同
⇒
9
β
⇔
口
Φ
陣
α
q
圃
ゴ
B
一
F
H
H
H
°
］
°
b
⊃
9
b
O
H
°
　
　
ご
＜
①
同
げ
①
ゴ
犀
ヨ
マ
巳
O
げ
計
≦
O
h
郎
婦
旨
N
旨
ざ
『
σ
q
Φ
げ
巴
δ
口
げ
O
び
け
導
”
　
　
け
げ
O
げ
①
H
β
‘
窪
自
げ
帥
昌
゜
。
2
壁
冨
日
①
ω
仲
げ
O
戸
酔
ず
四
居
①
目
ω
P
目
H
°
卜
⊃
ρ
α
O
°
　
　
と
O
び
≦
O
匡
興
づ
d
昌
8
け
σ
q
①
げ
甥
O
げ
O
昌
山
q
。
♂
°
。
O
≦
O
＝
①
口
堵
旨
自
O
O
げ
ぼ
口
≦
Φ
♂
O
P
奢
O
臼
゜
。
Φ
挫
り
．
　
〉
ま
゜
及
び
］
≦
ゲ
α
゜
に
於
い
て
主
文
に
H
a
°
の
勺
益
ω
゜
が
あ
る
場
合
に
、
副
文
の
国
o
口
」
°
勺
鼠
ρ
が
く
o
震
Φ
三
∞
－
な
乞
①
ぴ
曾
冨
巳
冨
づ
σ
q
を
表
現
す
る
、
例
え
ば
旨
芝
ぎ
～
（
山
器
）
霞
ρ
鼠
a
の
よ
う
な
構
文
で
は
、
Z
ゲ
傘
で
は
副
文
に
勺
Φ
臥
゜
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
凶
。
プ
〈
臼
日
三
ρ
山
践
巽
σ
q
①
犀
o
日
ヨ
①
口
゜
・
Φ
憎
と
な
る
。
前
述
の
二
例
は
》
臣
゜
で
国
8
㍗
℃
感
け
の
代
り
に
閑
8
U
．
℃
霞
h
．
が
使
用
さ
れ
て
い
る
僅
か
な
例
で
あ
る
が
、
国
a
ヨ
き
口
は
こ
の
例
を
拳
げ
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
　
ご
く
8
畠
㊤
勺
①
ほ
①
o
ε
ヨ
ω
o
げ
同
巴
び
β
ロ
σ
q
ヨ
o
o
ぼ
○
窪
ユ
α
昌
霞
臥
巳
α
q
Φ
ヨ
巴
0
9
同
き
0
7
毛
o
山
霞
σ
q
①
σ
q
窪
≦
9
－
三
叫
く
o
臣
き
自
Φ
器
N
口
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
　
ω
冨
コ
負
巳
O
ゲ
什
甑
①
津
¢
『
⑦
H
Φ
＜
Φ
鑓
三
p
ω
ω
ロ
づ
σ
q
子
ヨ
≦
8
ず
鼠
σ
q
♂
ρ
、
切
　
前
述
し
た
こ
と
だ
が
、
℃
儂
曽
中
馨
が
○
豆
Φ
痒
に
性
数
格
を
犀
8
σ
q
歪
貯
器
口
し
て
い
る
三
つ
の
例
の
中
で
、
．
H
°
企
α
ω
と
く
’
メ
ト
。
ゆ
は
本
来
の
意
味
の
状
態
を
表
記
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
H
＜
°
H
9
α
ω
は
前
後
の
時
称
か
ら
判
断
し
て
、
状
態
の
表
記
と
考
え
ら
れ
ず
、
℃
鼠
鉾
の
意
味
を
持
っ
て
、
純
粋
に
過
去
の
事
実
を
内
容
と
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
軌
　
　
国
臣
O
辞
ロ
ぼ
ぽ
認
ミ
3
看
き
9
富
①
。
。
Φ
ま
o
さ
ミ
ミ
v
蕊
§
蛎
ミ
。
。
δ
仲
冨
ω
暴
ぼ
Φ
の
ヨ
き
9
。
σ
Q
塗
8
。
。
話
o
年
①
ω
゜
．
甲
ぎ
い
無
言
跨
母
　
　
　
　
○
臥
臨
α
に
於
け
る
完
了
時
称
に
つ
い
て
（
川
口
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
三
「
　
　
　
　
○
篤
昌
餌
に
於
げ
る
完
了
時
称
に
つ
い
て
（
川
口
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
四
　
　
鷺
捜
ミ
ミ
謡
時
ひ
ω
辞
ヨ
p
づ
p
σ
q
賦
一
＄
p
Q
ミ
織
翫
…
…
　
　
v
b
卑
興
鼠
匡
叶
①
国
霞
ユ
げ
口
Φ
5
”
≦
Φ
出
興
匹
Φ
゜
・
色
げ
興
≦
o
＝
一
ρ
①
ユ
ロ
ロ
①
耳
Φ
ω
δ
傷
Φ
ω
Z
8
げ
富
9
コ
山
器
日
騨
口
巳
σ
q
融
匡
σ
q
①
勾
Φ
o
窪
㍉
：
・
　
　
（
団
【
）
°
ゆ
岱
σ
q
8
…
…
、
、
　
完
了
時
称
の
前
後
は
い
ず
れ
も
勺
感
ρ
で
あ
る
。
完
了
形
式
の
動
詞
の
主
体
は
他
の
動
詞
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
か
ら
、
本
来
な
ら
ば
当
然
こ
の
箇
所
で
は
、
剛
鼠
ρ
が
使
用
さ
れ
る
わ
け
だ
。
ζ
圧
゜
以
降
ま
れ
に
現
わ
れ
る
表
現
で
、
報
告
さ
れ
た
事
実
の
中
で
重
要
な
も
の
、
特
に
記
憶
に
と
ど
む
べ
き
も
の
を
℃
Φ
罫
で
表
現
す
る
用
法
が
あ
る
が
、
こ
の
用
法
と
見
倣
す
の
は
危
険
で
あ
ろ
う
。
勺
費
『
勺
蝕
鉾
の
変
化
語
尾
と
同
じ
く
、
充
分
幻
Φ
巨
に
帰
因
す
る
根
拠
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
類
す
る
例
が
更
に
も
う
一
つ
あ
る
。
　
　
日
プ
o
プ
潮
a
隷
縣
角
ロ
島
α
q
蹄
職
α
q
魅
琳
こ
o
げ
〇
二
ず
日
津
げ
ま
匹
①
鷺
い
魅
さ
≦
δ
≦
冒
臣
o
ゲ
畠
轟
口
ω
0
9
陣
ぎ
v
o
げ
節
ミ
貯
冒
甫
9
江
P
H
H
団
゜
ρ
ω
゜
　
　
ご
U
o
o
げ
ゴ
讐
臼
ロ
霧
α
q
㊦
N
①
凶
ひ
q
一
蝿
口
α
σ
9
0
び
o
蝕
舞
o
げ
日
津
ゆ
昌
P
≦
冨
乏
冒
餌
o
o
げ
ε
ロ
゜
・
o
毎
①
P
≦
①
ロ
ロ
≦
冒
①
の
≦
o
年
①
p
、
．
こ
の
場
合
も
勺
費
臨
゜
は
℃
鼠
戸
璽
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
解
釈
出
来
る
。
　
そ
の
他
○
辞
｛
艮
α
に
於
い
て
は
、
ま
だ
鵠
巳
鼠
く
①
ω
勺
巽
h
や
》
o
ユ
ω
仲
尻
o
ゲ
Φ
ω
勺
①
ほ
．
の
用
法
は
現
わ
れ
て
い
な
い
。
　
（
二
）
　
℃
5
°
の
意
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
げ
⇔
げ
曾
及
び
≦
Φ
器
づ
の
勺
鼠
『
と
℃
母
ρ
勺
鼠
ρ
と
の
結
合
は
、
過
去
に
終
結
し
て
い
る
動
作
、
又
は
く
o
旨
Φ
三
σ
q
Φ
Z
。
げ
Φ
目
『
碧
ら
仁
づ
σ
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
の
表
現
の
為
に
使
用
さ
れ
る
。
こ
の
コ
ρ
゜
の
意
味
は
絶
体
的
と
相
対
的
（
と
邑
。
牙
．
．
）
と
に
区
別
出
来
る
。
し
d
①
げ
①
σ
q
げ
①
一
の
分
類
を
援
用
し
て
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
A
絶
体
的
意
味
　
　
一
、
終
結
し
た
過
去
の
出
来
事
之
、
そ
れ
に
よ
り
過
去
に
生
じ
た
状
態
。
、
　
　
　
↓
『
Φ
＝
葺
臣
o
σ
q
欝
8
富
け
げ
8
壁
き
時
自
爵
件
訂
冨
ρ
ロ
①
ヨ
碧
惹
9
日
゜
㊤
レ
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
も
器
く
。
｝
＝
鑓
α
q
仲
Φ
L
践
＝
Φ
巨
山
。
詳
ゲ
ぎ
σ
q
①
ざ
日
ヨ
窪
≦
霞
゜
、
、
　
　
　
匪
Φ
貯
巳
≦
霞
三
臥
§
蜜
口
》
け
冨
N
時
島
爵
毛
p
。
°
・
認
件
き
け
き
』
＜
°
°
。
日
b
G
。
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
v
吾
空
9
巳
。
窪
σ
q
①
壽
訂
≦
⊆
a
Φ
し
馬
口
①
踵
。
同
器
巳
曾
≦
p
同
゜
、
、
　
　
　
U
Φ
け
臼
。
賦
三
三
ま
゜
・
帥
び
鼠
。
げ
一
奉
口
σ
q
ま
α
q
き
壽
゜
・
跨
窩
蓄
「
導
日
』
。
。
》
心
㊤
゜
　
　
　
と
臼
ω
9
α
q
什
巴
ぎ
窪
畠
゜
・
。
α
q
一
Φ
8
ド
鼠
①
び
Φ
＝
匿
窪
岳
Φ
を
㊤
げ
臣
Φ
諄
σ
q
Φ
冨
σ
q
窪
薯
舞
、
．
　
　
　
ω
嘆
①
。
プ
p
口
も
℃
器
。
ゲ
o
づ
、
”
や
日
帥
臣
α
轟
口
ご
ざ
昌
警
§
、
．
の
後
で
は
内
o
ξ
で
現
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
①
二
ま
N
＝
霧
嘆
8
汀
げ
時
Φ
屡
δ
蔚
σ
q
O
ロ
σ
q
奮
貫
○
冨
マ
。
夢
9
Φ
ぎ
a
年
訂
げ
亀
…
・
－
α
q
薮
ロ
α
q
き
自
辞
浄
魯
g
N
N
旦
く
°
鼻
⑩
゜
　
　
　
も
屡
℃
冨
魯
N
三
ぎ
魯
紆
9
≦
。
①
霧
冨
繍
畠
①
霧
聾
”
。
げ
旨
σ
q
①
巳
①
ぎ
臼
く
8
・
子
づ
魯
巨
け
α
①
口
Z
欝
g
Φ
箸
霧
σ
q
Φ
｛
§
σ
q
①
昌
　
　
　
げ
讐
什
ρ
、
、
　
　
　
語
簿
①
＆
器
9
壁
植
匪
9
。
N
匹
吋
島
曾
・
ρ
器
ヨ
き
≦
ゆ
F
H
目
゜
ω
る
①
．
　
　
　
9
v
壽
出
興
ざ
巳
§
し
践
出
①
畦
σ
q
①
ぎ
日
5
8
≦
卑
同
㌦
．
　
　
　
次
の
文
は
特
殊
な
例
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
臣
母
ω
聾
し
・
三
同
島
爵
ω
け
ぎ
一
。
三
。
げ
訂
9
冨
冒
き
｛
弩
＄
コ
”
＜
°
8
参
　
　
　
紅
p
°
。
魯
絡
＝
㊤
旨
ω
8
ゲ
Φ
口
替
α
『
舞
巴
匿
㊤
訂
目
戸
．
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
即
ち
先
行
す
る
動
作
の
時
称
が
℃
鼠
け
で
、
後
続
の
動
作
が
コ
ρ
゜
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
2
圧
．
に
稀
に
見
ら
れ
る
用
法
で
、
過
去
の
動
作
が
急
速
に
続
い
て
起
る
場
合
に
、
後
続
動
作
の
時
称
を
霊
ρ
゜
と
す
る
用
法
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
　
　
　
　
　
　
　
○
角
昌
伍
に
於
け
る
完
了
時
称
に
つ
い
て
（
凡
口
）
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
五
’
ρ
O
　
　
　
　
○
焦
臥
鎚
に
於
け
る
完
了
時
称
に
つ
い
て
（
川
口
）
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
六
例
え
ば
Z
ぴ
鮮
の
例
で
、
　
　
団
同
ω
雪
コ
窪
｛
Φ
ぎ
魯
き
山
①
ヨ
コ
㊤
巨
v
仁
p
ら
げ
象
5
貯
β
⇔
β
o
げ
げ
巴
自
σ
q
Φ
津
巨
傷
窪
．
　
　
（
彼
は
他
の
計
画
を
案
じ
た
、
事
実
そ
の
途
端
に
そ
れ
を
発
見
し
た
。
）
　
　
∪
頸
〉
岸
①
ω
b
冨
o
げ
、
ω
¢
口
自
≦
胃
く
巽
ω
o
ぼ
①
山
Φ
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
（
老
人
は
そ
れ
を
話
す
が
早
い
か
息
を
引
取
っ
た
。
）
の
よ
う
な
表
現
が
あ
る
。
も
し
前
述
の
○
艶
罷
の
文
を
こ
れ
ら
2
ま
゜
の
用
法
と
同
種
と
認
め
れ
ば
、
　
　
「
彼
女
は
主
が
立
っ
て
い
る
の
を
見
た
、
そ
の
瞬
間
に
彼
女
に
は
そ
れ
が
主
で
あ
る
こ
と
が
分
っ
て
い
た
。
」
と
訳
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
一
つ
の
例
文
を
も
っ
て
直
ち
に
、
瞬
間
時
に
継
起
す
る
動
作
を
表
記
す
る
手
段
と
し
て
、
○
時
置
が
こ
の
場
合
コ
ρ
．
を
意
識
的
に
使
用
し
た
と
判
断
す
る
の
は
性
急
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
こ
の
例
文
の
剛
p
。
罫
勺
鼠
戸
は
○
び
冒
匹
に
対
し
て
℃
鼠
α
涛
⇔
自
く
な
関
係
に
あ
っ
て
、
プ
p
ぴ
ゆ
臼
が
助
動
詞
よ
り
も
本
動
詞
の
機
能
を
持
つ
と
老
え
得
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
既
出
の
よ
う
に
、
勺
母
け
℃
益
け
が
幻
Φ
博
ヨ
の
為
と
は
い
え
、
○
げ
脳
ぎ
に
性
数
格
を
一
致
さ
せ
て
、
変
化
語
尾
を
保
持
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
○
穿
己
の
意
識
に
ま
だ
完
全
な
完
了
時
称
の
形
式
が
構
成
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
勺
p
罫
勺
感
戸
が
変
化
語
尾
を
持
た
な
い
場
合
で
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
0
9
①
評
に
対
し
て
℃
鼠
α
弾
⇔
ユ
〈
な
機
能
を
保
持
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
例
文
の
場
合
も
冨
び
ゆ
富
は
本
動
詞
で
あ
っ
て
、
先
行
す
る
動
詞
の
ω
聾
に
時
称
を
一
致
さ
せ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
訂
げ
ゆ
審
冒
き
注
口
♂
ロ
は
現
代
語
訳
で
は
『
象
8
ま
口
巴
の
Φ
ぎ
Φ
口
σ
q
臥
β
コ
仙
①
づ
艶
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
　
　
　
　
、
　
　
二
、
過
去
の
出
来
事
の
終
結
を
示
す
。
　
　
　
，
　
O
呼
中
己
で
は
一
例
あ
る
。
　
一
ず
貯
≦
ゆ
げ
o
‘
げ
ゼ
け
『
餌
N
臣
㊤
民
G
∩
ぽ
O
陣
9
ー
甑
冒
巴
マ
Q
。
ロ
p
o
『
一
梓
『
㊤
び
φ
富
い
巳
ω
二
鋤
ゲ
け
①
o
。
一
に
：
・
：
ゼ
く
゜
メ
H
H
°
　
と
虫
①
ω
芝
①
ま
⇔
q
o
プ
M
α
o
の
ぼ
Φ
H
富
け
　
　
ω
冨
げ
卑
8
①
ω
巴
δ
ω
σ
q
①
ω
二
〇
げ
ご
ω
冨
Q
α
ロ
o
げ
審
巳
o
プ
げ
：
：
・
．
、
　
　
　
　
　
　
　
，
B
相
対
的
意
味
　
一
、
第
二
の
事
実
　
　
第
一
の
事
実
が
先
行
す
る
　
　
が
遇
去
の
事
実
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
　
　
　
　
　
　
°
．
　
，
a
　
第
一
の
事
実
が
第
二
の
事
実
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
○
け
｛
二
α
で
は
二
例
あ
る
。
　
巳
『
鋤
げ
9
。
8
興
営
夢
冨
器
α
ぢ
p
巳
臨
①
犀
o
同
匹
皿
巳
賦
夢
Φ
σ
q
⇔
昌
P
跨
Φ
同
N
≦
色
謀
8
≦
β
。
°
・
σ
q
尻
芝
討
ゲ
㊤
昌
H
＜
°
H
b
σ
u
①
G
Q
°
　
と
Φ
H
プ
簿
8
冒
畠
①
村
切
Φ
山
Φ
⇒
仁
目
Φ
罵
H
¢
昌
α
q
Φ
ぴ
山
①
同
N
零
巳
坤
Φ
≦
o
同
Φ
コ
B
①
洋
①
け
．
、
，
　
臣
⇔
N
げ
餌
び
ゆ
富
仲
げ
興
ゆ
≦
げ
碍
o
山
同
ロ
窪
旨
醒
げ
銭
芝
β
づ
富
口
…
ぽ
け
プ
貯
ω
ε
o
口
一
興
け
げ
ひ
冒
ω
寅
山
o
け
げ
缶
び
く
曾
H
倉
H
G
◎
°
　
と
畠
o
ω
『
葺
8
匹
①
同
o
≦
一
σ
q
①
国
①
H
同
¢
げ
Φ
同
甫
5
昌
山
Φ
ロ
甲
住
①
ω
げ
巴
げ
o
。
δ
づ
傷
①
H
山
四
P
ヨ
○
①
ω
富
ロ
ρ
、
、
，
「
　
　
　
「
．
　
b
　
第
一
の
事
実
が
、
過
去
か
ら
第
二
の
事
実
の
時
期
ま
で
及
ぶ
出
来
事
を
含
む
。
　
　
こ
の
例
は
○
騨
己
に
は
な
い
。
　
　
c
　
第
一
の
事
実
が
、
第
二
の
事
実
．
の
発
生
の
際
に
終
結
す
る
出
来
事
で
あ
る
場
合
。
　
　
　
α
　
第
二
の
事
実
が
第
一
の
事
実
に
即
時
に
継
起
す
る
㎏
9
ヰ
崔
で
は
接
続
詞
辞
O
及
び
ω
巳
に
導
か
れ
る
副
文
、
換
言
す
　
　
　
　
れ
ば
目
①
日
℃
o
同
巴
ω
象
N
に
コ
ρ
゜
の
使
用
例
は
皆
無
で
あ
る
。
・
　
　
　
β
双
方
の
事
実
の
間
に
時
聞
的
に
N
鼠
ω
。
ゲ
Φ
霞
窪
ヨ
が
あ
る
。
○
晋
己
で
は
一
例
あ
る
。
　
ω
冨
冒
仲
ゴ
⇔
同
け
げ
O
N
①
出
ε
P
≦
一
〇
の
δ
貯
ゆ
吋
口
9
B
節
コ
げ
p
I
げ
ゆ
君
P
H
H
H
°
b
コ
ρ
Q
Q
Q
Q
°
　
と
ω
δ
⑦
同
N
餌
げ
犀
Φ
コ
一
『
昌
⑦
旨
山
㊤
v
≦
δ
臨
①
①
ω
＜
①
同
昌
o
ヨ
白
Φ
旨
ぴ
讐
8
戸
．
堕
　
　
　
○
〔
坤
己
に
於
け
る
完
了
時
称
に
つ
い
て
（
川
口
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一
ご
÷
七
噛
、
．
　
　
　
　
9
窪
に
於
け
る
完
了
時
称
に
つ
い
三
川
・
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
天
　
　
二
、
第
二
の
事
実
ー
第
一
の
事
実
が
先
行
す
る
ー
が
現
在
又
は
未
来
の
事
実
で
あ
る
。
　
　
こ
の
例
は
○
窪
同
己
に
は
見
ら
　
　
　
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
（
三
）
　
完
了
時
称
と
℃
感
ρ
　
A
勺
鼠
ρ
と
℃
巽
h
°
　
現
代
語
の
用
法
で
は
℃
①
臥
゜
が
使
用
さ
れ
る
べ
き
箇
所
に
、
℃
臨
ρ
が
用
い
ら
れ
る
例
が
少
く
な
い
。
　
　
　
　
α
　
主
文
に
於
い
て
、
　
　
チ
き
≦
o
誹
≦
胃
匹
『
①
雷
ぎ
≦
o
民
o
犀
津
p
ω
す
げ
p
β
げ
巳
け
冒
仁
づ
ω
H
H
°
b
Q
”
Q
◎
N
・
　
　
糺
雷
を
o
目
二
ω
け
び
臼
。
⇒
、
げ
臼
ぎ
象
①
乏
①
犀
σ
q
①
≦
o
箆
窪
（
N
口
犀
○
ヨ
目
P
①
づ
）
§
匹
耳
①
づ
…
ロ
コ
頃
昌
‘
⇒
ω
・
．
．
　
　
○
一
≦
冨
ω
O
≦
冒
詳
蹄
け
プ
㊤
N
二
≦
o
団
ω
Φ
ω
ゆ
目
巳
山
①
母
山
曽
N
v
昌
り
H
ρ
b
σ
9
　
　
ご
○
①
≦
δ
≦
膨
二
町
傷
器
二
≦
o
ω
①
ω
ず
簿
匹
器
巳
Φ
ヨ
巴
ω
σ
q
Φ
冨
p
．
、
　
　
　
　
β
副
文
に
於
い
て
（
主
文
は
℃
鼠
ω
゜
）
、
　
　
貯
一
冒
ミ
乙
震
B
二
象
ご
跨
巴
げ
①
冒
ρ
づ
ヨ
帥
口
山
①
冨
『
①
二
餌
β
ぎ
H
自
．
H
9
ら
伊
　
　
と
ぢ
仲
窪
o
げ
乏
乙
窪
薯
群
二
α
q
パ
9
♂
伽
注
8
ゲ
①
言
Φ
p
］
≦
碧
5
σ
q
Φ
冨
津
プ
9
①
叩
、
．
そ
の
他
、
H
H
◎
b
。
卜
。
．
自
り
b
。
ρ
ド
ミ
゜
＜
°
旨
b
α
゜
卜
　
B
コ
ρ
「
と
勺
鼠
ρ
　
2
ま
．
で
は
コ
ρ
冒
を
使
用
す
べ
き
場
合
も
、
○
臣
置
で
は
殆
ん
ど
勺
鼠
『
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
d
Φ
プ
⇔
σ
q
げ
①
一
の
数
え
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
H
一
゜
b
Q
か
ら
目
H
O
迄
の
間
に
勺
鼠
『
の
使
屠
例
が
十
箇
（
主
文
一
、
副
文
九
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
勺
5
°
は
僅
か
に
一
箇
あ
◎
馳
る
に
過
ぎ
な
い
。
2
0
爵
興
で
も
ま
だ
勺
鼠
け
が
優
勢
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
　
　
貯
毛
㊤
9
梓
げ
o
昌
ぼ
⇔
目
ぴ
N
昌
鋤
け
げ
冨
嵩
二
江
ゲ
H
o
岳
σ
q
O
雷
”
H
H
°
b
◎
9
ω
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
と
①
゜
。
≦
p
同
畠
①
斜
≦
巴
o
げ
巽
（
≦
坤
①
マ
ロ
『
費
o
旨
9
3
匡
二
ω
け
）
岳
①
い
o
口
8
σ
q
Φ
冨
山
o
国
ゴ
魯
8
°
、
、
　
　
σ
q
冨
O
仁
p
P
島
器
2
0
臣
匪
騨
N
h
一
臣
雷
”
芸
⇔
N
山
旨
卸
ぎ
ぎ
㊤
⇒
山
ロ
㊤
づ
三
器
》
H
H
°
9
H
①
．
　
　
㌔
〇
二
〇
°
犀
8
子
P
号
ゆ
嘆
α
餌
9
≦
p
ω
Ω
○
陣
ま
ヨ
σ
q
①
げ
9
8
げ
餅
茸
ρ
自
昌
げ
Φ
8
ぼ
Φ
二
δ
ゆ
曾
、
、
　
　
巴
コ
7
0
仁
げ
蹄
O
昌
（
o
o
鋤
N
）
一
ゲ
鋤
居
8
『
Φ
目
一
博
o
げ
卑
B
O
一
ロ
σ
q
ゆ
び
く
’
，
メ
H
①
゜
　
　
と
（
一
巨
B
）
N
信
団
餌
口
℃
冨
づ
（
ω
㊤
崩
）
博
≦
o
〈
o
同
げ
①
同
山
Φ
属
日
①
8
プ
5
節
ヨ
α
q
巴
①
σ
Q
Φ
昌
『
緯
8
°
、
、
　
　
ま
O
に
導
か
れ
る
副
文
の
例
、
　
　
け
ゴ
O
囚
臥
ω
け
一
ロ
O
巴
出
〇
四
ρ
自
国
ヨ
植
≦
卑
同
伍
酔
げ
鋤
N
旨
ゆ
二
”
昌
り
b
◎
°
H
°
　
　
と
山
9
0
プ
臥
ω
け
ロ
ω
一
p
O
巴
出
①
㊤
σ
q
①
犀
o
B
ヨ
①
ロ
≦
卑
5
≦
ロ
鴎
畠
Φ
ユ
螢
ω
犀
¢
コ
匹
゜
．
、
　
　
　
　
　
　
、
五
結
　
　
語
9
　
以
上
○
け
窪
α
に
於
け
る
完
了
時
称
を
形
式
と
意
味
の
上
か
ら
個
々
の
例
を
挙
げ
て
検
討
し
た
が
、
こ
こ
で
簡
単
に
ま
と
め
た
い
と
思
う
。
　
時
称
形
式
と
し
・
て
ず
o
げ
曾
及
び
Φ
凶
σ
q
Q
づ
と
萄
Φ
ω
8
が
そ
れ
ぞ
れ
℃
慨
ρ
℃
鼠
け
と
結
合
し
た
形
式
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二
種
の
形
式
の
使
用
例
は
○
汗
乙
に
は
ま
だ
少
数
に
と
ど
ま
る
。
そ
し
て
そ
の
使
用
は
H
民
．
の
℃
臼
h
’
に
集
中
し
て
お
り
、
全
て
の
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
称
及
び
数
に
及
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
①
一
α
q
⇔
口
が
時
称
助
動
詞
と
し
て
な
お
プ
㊤
げ
ゆ
⇒
と
同
様
に
か
な
り
多
く
、
且
つ
規
則
的
に
現
　
　
　
　
○
臥
H
己
に
於
け
る
完
了
時
称
に
つ
い
て
（
川
口
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
九
噺
’
、
、
’
　
　
　
　
○
竃
ユ
匙
に
於
げ
る
昏
不
了
時
称
に
つ
い
て
（
川
口
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
一
＝
二
〇
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
実
は
完
了
時
称
と
七
て
初
期
の
段
階
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。
更
に
は
勺
鉾
戸
℃
鼠
『
が
①
a
最
σ
q
訂
沖
で
あ
っ
て
、
○
σ
冨
ぎ
に
b
＆
隻
冨
鼠
く
な
関
係
を
保
持
し
て
い
る
例
も
若
干
見
ら
れ
る
。
又
げ
o
ぴ
曾
及
び
Φ
お
き
と
結
合
す
る
動
詞
が
、
四
格
の
○
げ
寄
ζ
を
支
配
す
る
他
動
詞
、
≦
①
ω
き
と
結
合
す
る
動
詞
が
、
需
臥
①
パ
江
く
な
》
犀
ま
霧
p
詳
を
持
つ
自
動
詞
に
ま
だ
限
ら
れ
て
お
り
、
現
代
語
に
於
け
る
よ
う
な
『
筈
o
づ
．
と
ω
①
言
の
選
択
の
問
題
の
生
じ
る
余
地
が
な
い
。
℃
醇
h
が
℃
錘
け
の
働
き
を
す
る
例
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
形
式
上
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
方
言
に
現
わ
れ
る
両
者
の
混
同
現
象
と
は
関
係
な
い
。
現
代
語
で
は
当
然
完
了
時
称
が
要
求
さ
れ
る
べ
き
構
文
に
於
い
て
も
、
○
阜
己
で
は
な
お
勺
益
け
が
優
勢
で
あ
る
。
　
要
す
る
に
○
け
｛
二
偶
に
於
い
て
は
ま
だ
完
了
時
称
と
し
て
の
慧
識
が
明
確
で
な
い
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
形
式
の
使
用
は
比
較
的
自
由
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
完
了
時
称
と
し
て
は
初
期
の
段
階
に
留
ま
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
（
1
）
　
調
査
の
底
本
と
し
て
は
、
○
ω
犀
費
国
巳
ヨ
雪
ロ
編
註
の
ご
○
篤
ユ
臨
ω
国
〈
磐
σ
q
o
団
①
コ
ぴ
二
〇
『
．
．
”
H
Q
◎
○
◎
b
o
を
使
用
し
た
。
な
お
こ
の
底
本
で
は
長
音
符
　
が
附
加
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
稿
で
は
長
音
符
と
し
て
N
マ
匠
β
日
臨
①
囲
を
添
附
し
た
。
（
2
）
　
国
巳
ヨ
雪
コ
は
こ
れ
を
℃
霧
゜
。
写
δ
o
ゲ
．
で
あ
ろ
う
と
解
釈
し
て
い
る
（
国
a
日
9
コ
亭
ζ
9
。
・
言
σ
Q
”
0
2
昌
氏
注
σ
q
o
偶
o
『
亀
Φ
葺
。
・
o
げ
①
p
ω
団
口
酔
o
x
切
9
0
7
　
子
H
巽
σ
q
窃
o
霞
o
ゲ
島
o
『
8
国
算
三
〇
犀
巴
慧
α
q
°
H
》
露
Φ
出
噸
H
G
。
°
。
①
゜
ω
゜
H
O
O
参
照
）
（
3
）
　
’
≦
路
ヨ
⇔
づ
器
”
芝
∴
U
①
9
8
ゲ
①
○
母
ヨ
ヨ
p
口
犀
ω
〉
ぴ
8
戸
ド
踏
匿
津
ρ
μ
㊤
O
ρ
ψ
H
蔭
α
参
照
。
（
4
）
9
。
°
p
O
°
参
照
。
（
5
）
騨
ユ
ヨ
雪
p
O
∴
¢
器
誘
・
9
8
σ
・
き
霞
α
団
①
ω
旨
巽
α
臼
ω
冨
。
冨
9
臣
島
H
日
巴
゜
H
°
。
謹
゜
ω
』
卜
・
°
。
参
照
。
（
6
）
　
Ω
【
ぎ
P
旨
∴
U
窪
虜
o
ぴ
⑦
O
津
日
日
p
口
犀
蔭
゜
b
d
山
．
H
o
。
ω
刈
ψ
H
畠
参
照
。
（
7
）
P
P
O
°
ω
．
H
8
－
H
参
照
。
●
●
へ
8
V
　
ゆ
①
ゲ
四
α
q
ゲ
①
一
〇
．
”
U
Φ
二
雷
o
『
①
ω
団
降
簿
き
ト
⊃
°
ω
露
H
り
譲
゜
ψ
b
o
刈
b
⊃
参
照
。
（
9
）
9
冒
ヨ
…
山
』
°
○
°
o
。
°
嵩
O
－
H
参
照
。
（
1
0
）
　
β
。
．
P
ρ
゜
。
°
Q
。
陰
参
照
。
（
1
1
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
U
δ
β
冒
σ
Q
ず
o
融
H
一
U
δ
q
巨
゜
。
o
ゲ
「
臥
ぴ
¢
コ
σ
q
㊦
昌
山
パ
自
く
曾
く
①
同
σ
q
帥
コ
σ
q
Φ
コ
ゲ
①
詳
ヨ
ニ
血
①
ヨ
℃
霞
戸
℃
同
窪
」
ヨ
》
『
9
b
d
o
昌
昌
H
O
O
卜
　
（
U
『
ω
゜
）
を
参
照
出
来
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
（
2
1
）
　
国
H
匹
B
蝉
昌
昌
”
¢
昌
斤
①
お
億
O
び
ロ
護
σ
q
°
（
3
1
）
　
国
H
匹
目
P
P
昌
昌
”
○
陳
ほ
山
ω
国
く
9
コ
σ
q
Φ
団
①
コ
び
口
O
ダ
目
◎
Q
o
o
b
σ
゜
ω
゜
ω
O
H
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
（
1
4
）
　
囚
緋
ω
o
げ
ロ
①
誉
U
①
o
富
。
『
①
2
餌
昏
o
づ
巴
犀
①
鑓
ε
が
H
°
し
d
鐸
ω
゜
O
．
参
照
。
（
1
5
）
　
国
H
山
ヨ
固
目
“
O
H
§
匹
跳
σ
q
Φ
ω
」
ω
b
。
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
1
6
）
　
切
①
♂
α
q
】
］
①
『
勲
鋤
．
ρ
ω
』
O
㊤
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層
（
1
7
）
．
田
中
康
一
氏
「
ド
イ
ツ
文
法
通
論
」
H
㊤
㎝
ド
ω
．
ω
゜
。
O
参
照
。
（
1
8
）
　
詳
細
に
つ
い
て
は
稿
を
．
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
が
（
2
『
伍
．
に
お
け
る
特
殊
な
例
も
こ
の
形
式
を
基
礎
と
し
て
発
生
し
た
用
法
と
　
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。
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